
広報 にっこう ６

　
市
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
や
集
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、

在
宅
介
護
オ
ア
シ
ス
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
と
っ

て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
健
や

か
に
暮
ら
す
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
た
め
に
、
自
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
む

こ
と
も
重
要
で
す
。

　
在
宅
介
護
オ
ア
シ
ス
支
援
事
業
で
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
日
常
的
に
集
う
こ

と
の
で
き
る
場
を
提
供
し
、
そ
こ
で
行
わ

れ
る
活
動
を
通
し
て
、
生
き
が
い
づ
く
り

や
仲
間
づ
く
り
、
介
護
予
防
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
よ
り

一
時
的
に
保
護
が
必
要
と
な
っ
た
乳
幼
児

や
児
童
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
　
カ
所
の
在
宅
介
護
オ
ア
シ

１３

ス
支
援
施
設
が
あ
り
ま
す
。
施
設
ご
と
に

特
色
が
あ
り
、
雰
囲
気
や
活
動
内
容
は
異

な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
を
見
学
し
て
新
し

い
居
場
所
を
見
つ
け
、
一
緒
に
活
動
し
て

高
齢
者
の
孤
独
感
の
解
消
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
場

み
ま
せ
ん
か
。

　
  利
用
で
き
る
方

①
　
歳
以
上
で
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い

６５な
い
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
で
次
の

よ
う
な
こ
と
に
該
当
す
る
方

焔
日
中
、
家
族
の
勤
務
な
ど
に
よ
っ
て
、

一
人
で
家
に
い
る
。

焔
季
節
の
話
題
や
地
域
の
伝
承
、
料
理
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
で
会
話
を
楽
し

み
た
い
。

焔
健
康
の
維
持
・
増
進
の
た
め
、
活
動
が

し
た
い
。

焔
新
し
い
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

②
親
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
、
一
時
的
に
保

護
が
必
要
な
乳
幼
児
や
児
童

　
  活
動
内
容

焔
文
化
活
動（
書
道
・
手
芸
・
マ
ー
ジ
ャ

ン
・
カ
ラ
オ
ケ
・
大
正
琴
・
踊
り
）
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在宅介護オアシス支援施設一覧

休所日電話番号所在地施設名

土・日２１‐９１０１町谷４１４‐１よろこびの里

土・日２１‐４３００森友１５７８あかね

土・日２２‐０３１０瀬川１１６３‐２せがわ

土・日２１‐７０３０佐下部３０５毎日クリスマス

木・日２６‐１１１７木和田島１３７３‐２３１ひなたぼっこ

月・木２１‐９１１８大桑町１１６１‐２もみの木

土・日２３‐０６７７今市１６５９‐１８０あおぞら

土・日２６‐８１４０小林４０４６‐１グループこばやし

土・日２２‐９００８瀬尾５２８‐８ほほえみ

土・日２６‐６９４０板橋９４１‐１７杉並

土・日２７‐３９２０板橋２３０６‐１野の花

土・日９３‐０７１１足尾町赤倉３‐１１足尾みんなの家

土・日０９０‐３２１６‐９５０９所野１５４１‐２３７１はじめのいっぽ

※各施設とも原則、祝日、盆、年末年始は休所となります。

　「
野

の

花
」
を

利

用
し
て
い
る
、
 伴
 イ

ば
ん

エ
 子
 さ
ん（
板
橋
）に

こ

感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

　
７
年
前
か
ら
週
１
、
２
回
通
っ
て
い

ま
す
。
と
て
も
楽
し
く
、
の
ん
び
り
と

過
ご
し
て
い
ま

す
。
よ
い
友
達

が
で
き
た
し
、

活
性
化
さ
れ
て

若
返
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
通
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

野の花での活動の様子

施
設
利
用
者
の

施
設
利
用
者
の
声声

焔
ス
ポ
ー
ツ
活
動（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

焔
研
修
旅
行
、
交
流
会
、
買
い
物
ツ
ア
ー

焔
給
食
サ
ー
ビ
ス（
昼
食
や
お
や
つ
）

　
  利
用
料
 

高
齢
者
・
障
が
い
者
…
１
日
１
、２
０
０

円
程
度

乳
幼
児
・
児
童
…
１
時
間
単
位
で
設
定

（
金
額
は
施
設
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

　
  申
込
方
法

　
利
用
し
た
い
施
設
へ
直
接
申
し
込
む
。

く
わ
し
く
は
　
高
齢
福
祉
課
　高
齢
福
祉
係
　
緯（
　
）５
１
０
０

２１

２０１２年７月号７

　
法
定
後
見
制
度
と
　
　
　
　
　

任
意
後
見
制
度

　
成
年
後
見
制
度
に
は
、
家
庭
裁
判
所
が

判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
の
後
見
人
を
選

任
す
る
「
法
定
後
見
」
と
、
本
人
が
将
来

の
判
断
能
力
低
下
に
備
え
て
、
誰
に
、
ど

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら
う
か
を
あ
ら

か
じ
め
契
約
に
よ
り
決
め
て
お
く
「
任
意

後
見
」
が
あ
り
ま
す
。

◆
法
定
後
見
制
度
 

　
法
定
後
見
制
度
は
、
 後
  見
 ・

こ
う
 け
ん

 保
  佐
 ・

ほ
 
さ

 補
 
ほ

 助
 の
３
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
判
断
能
力

じ
ょの

程
度
な
ど
、
本
人
の
事
情
に
応
じ
て
制

度
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
後
見

　
　
判
断
能
力
が
欠
け
て
い
る
状
態
の

　
　
方
が
対
象
。

　
保
佐

　
　
判
断
能
力
が
著
し
く
不
十
分
な
方

　
　
が
対
象
。

　
補
助

　
　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
が
対
象
。

　
成
年
後
見
人
や
保
佐
人
、
補
助
人
は
、

本
人
の
利
益
を
考
慮
し
、
本
人
に
代
わ
っ

て
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
や
、
本
人
の
同

意
し
て
い
な
い
不
利
益
な
法
律
行
為
の
取

り
消
し
、
財
産
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
の
申
し
立
て
は
、
本

人
や
配
偶
者
お
よ
び
４
親
等
以
内
の
親
族

の
他
、
本
人
に
身
寄
り
が
な
い
場
合
な
ど

は
、
市
町
村
長
に
も
申
し
立
て
の
権
利
が

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
任
意
後
見
制
度
 

　
任
意
後
見
制
度
は
、
将
来
、
判
断
能
力

が
不
十
分
に
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
自
ら

が
選
ん
だ
代
理
人
と
の
契
約
に
よ
り
、
自

分
の
生
活
や
財
産
管
理
の
方
法
に
つ
い
て

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
も
の
で
す
。

　
契
約
書
は
、
公
証
人
が
作
成
す
る
公
正

証
書
に
よ
っ
て
作
成
し
て
お
き
ま
す
。

　
利
用
に
は
こ
ん
な
場
合
が
　
　

　
考
え
ら
れ
ま
す

★
財
産
管
理
の
例
 

焔
親
が
死
亡
し
た
知
的
障
が
い
者
が
、
相

　
続
や
預
貯
金
な
ど
の
管
理
に
困
っ
て
い

　
る
。 

焔
認
知
症
高
齢
者
の
預
貯
金
を
、
親
族
が

　
勝
手
に
使
っ
て
し
ま
う
。
 

焔
認
知
症
の
方
が
、
訪
問
販
売
な
ど
の
悪

　
徳
商
法
の
被
害
に
繰
り
返
し
遭
っ
て
し

　
ま
う
。

★
介
護
に
関
す
る
契
約
な
ど
の
例
 

焔
認
知
症
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
が
必
要
で

　
あ
る
。

成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制成年後見制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ご存じですか？

　成年後見制度は、認知症や知的障がいなどによって物事を判断する能

力が不十分な方に対して、代理権などを与えられた後見人が、本人の意

思を尊重しつつ、本人の心身の状態や生活状況を考慮しながら、本人を

保護し、支援する制度です。

　
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め

の
手
続
き
や
必
要
な
書
類
な
ど
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

高
齢
福
祉
課
　高
齢
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
緯（
　
）５
１
０
０

２１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
緯（
　
）２
１
３
７

２１

藤
原
・
栗
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
緯（
　
）３
３
３
３

７６

生
活
福
祉
課
　障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
緯（
　
）５
１
７
４

２１

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
緯（
　
）２
７
５
９

２１

民
間
専
門
相
談
機
関

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ

支
部
　
　
緯
０
２
８（
　
）９
４
２
０

６３２


